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性依存に関する研究動向と課題
─問題あるポルノグラフィ利用の特徴から介入に向けて─

　性的に露骨な表現物であるポルノグラフィは，世界的に流行している。一方で，ポルノグラフィの利用
がコントロールできず，行き過ぎる利用によって引き起こされた生活問題を訴える者が報告されている。
PPU (Problematic Pornography Use: PPU)とは，ポルノグラフィの依存的利用の総称であり，性依存や強
迫的性行動症の一形態と考えられており，生活へ悪影響を与えることを特徴とする。そのため，諸外国で
は，PPUを改善するための実証的な研究が行われているが，本邦ではPPUの存在自体が十分に認識されて
おらず，研究も極めて少ないのが現状である。そこで， PPUに関する近年の研究動向を概観した結果，諸
外国でのPPUの発生率や関連要因が示唆された。最後に，今後のPPU研究における課題として，PPUの発症・
維持に関連する要因の特定や介入法の確立とともに，我が国のPPUの実態解明が挙げられた。
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はじめに
　近年，インターネットの普及によって，ポルノ
グラフィ（以下，ポルノ）へのアクセスは容易に
なった。実際に，世界で最も人気のあるポルノサ
イトは，1日あたり平均1億1500万もアクセスさ
れていることが知られており，これはカナダ，オー
ストラリア，ポーランド，オランダの人口を合わ
せ た 数 に 匹 敵 す る(Pornhub, 2019)。 ま た，
COVID-19の流行に際して，ポルノサイトへのア
クセス数は，世界的に増加しており(Mestre-Bach, 
Blycker, & Potenza, 2020)，世界の多くの人々が
日常的にポルノサイトを利用しているのが現状で
ある(Price, Patterson, Regnerus, & Walley, 2016)。
　そして，現在，ポルノ産業の拡大とともに，ポ
ルノが心身に及ぼす影響に注目した学術研究が海
外を中心に増加しており，これまでにポルノ利用
の肯定的な側面や否定的な側面に関する議論がな
されてきた(e.g., Collins et al., 2017)。例えば，
ポルノ利用の肯定的な側面として，デンマークの
18歳から30歳までの男女を対象にした調査では，

参加者の大多数が，ポルノを消費することは日常
生活の質に良い影響を与えると回答している
(Hald & Malamuth, 2008)。また，ポルノを利用
することは，性生活の質やパートナーとの親密な
関係性の高さなどと関連していることも指摘され
ている(e.g., Poulsen, Busby, & Galovan, 2013)。
このように，娯楽的なポルノ利用は，日常生活に
肯定的な影響を与える可能性がある。
　一方で，一部のポルノ利用者は，ポルノの利用
パターンが依存的になってしまい，失職やパート
ナーとの親密な関係への支障などの問題を生じて
いることが報告されている(e.g., Bergner & 
Bridges, 2002)。以上のような，様々な人生や生
活領域において問題を引き起こす依存的なポルノ
利用は，Problematic Pornography Use (PPU)と
呼ばれており(Kor et al., 2014)，対人関係上の問
題や精神的な苦痛，孤独感などと関係しているこ
とが明らかにされている(e.g., Yoder, Thomas, & 
Kiran, 2005)。
　このようにPPUは，既存の精神疾患と同様に，
日常生活に深刻な悪影響を及ぼすことから，心理
社会的支援の必要性が指摘されており，臨床家や
研究者の関心は高い(Sniewski, Farvid, & Carter, 
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本稿はPPUについて論じることから「利用」と表
記を統一する。

Problematic Pornography Use
　上述したように，一部のポルノ利用者は問題を
引き起こすような依存的なポルノ利用(PPU)を報
告している。PPUは，Pornography Addictionや
Compulsive Pornography Useなどの用語で使用
されることもあるが，過度な利用，否定的な感情
を紛らわすための利用，ポルノ利用の制御不全，
生活支障が生じることによって主に特徴付けられ
る(Kor et al., 2014)。なお，娯楽的なポルノ利用
者と同様に，問題あるポルノ利用者においても，
ポルノ利用と自慰行為は同時に行われることが多
い(e.g., Bőthe et al., 2018)。
　また，PPUを訴える者の報告例として，ポルノ
利用を伴う強迫的な自慰行為を10年間毎日行う
男性(Kraus et al., 2015a)や，仕事中にも関わら
ずポルノ利用を止めることができない男性
(Twohig & Crosby, 2010)，1日8時間をポルノ利
用に費やし疲労困憊するまで自慰行為に取り組む
男性(Bostwick & Bucci, 2008)，ポルノについて
の反すうを止めることのできない男性(Sniewski 
& Farvid, 2019)などが報告されている。
　

PPUの診断基準
　現状では，PPUそのものに対する正式な診断基
準 は 存 在 し て い な い(Fernandez & Griffiths, 
2019)。一方で，World Health Organizat ion 
(WHO)による国際疾病分類( Internat ional 
Classification of Diseases)の第11回改訂版(ICD-
11)では，衝動制御の障害カテゴリーの中に，新
しい疾病として強迫的性行動症(Compulsive 
Sexual Behavior Disorder)が組み込まれている
(Kraus et al., 2018)。強迫的性行動症とは，強烈
で反復的な性的衝動の制御の失敗が長期間続き，
日常生活に支障が生じることによって特徴付けら
れる障害である。この点に関して，PPUは，公式
の診断基準は存在しないが，強迫的性行動症の一
形態と考えられており，強迫的性行動症の診断ガ

2018)。実際に，諸外国ではPPUの問題を抱える
個人は，医師や心理士に対して支援を求めており，
専門的な対応が行われている(e.g., Mitchell & 
Wells, 2007)。しかし，本邦においては，PPUに
対する認識が浸透しておらず，学術研究も極めて
少なく，その対策や支援に関する議論は行われて
いないのが現状である。ポルノの世界的な流行を
考慮すると，本邦においてもPPUへの学術研究や
心理社会的支援は必要であることが予想される。
そこで，本稿では，PPU研究の動向を概観し，
PPU対策および支援に向けた今後の研究課題につ
いて展望することを目的とする。
　

ポルノグラフィの定義
　まず，ポルノグラフィ（ポルノ）について論じ
るためには，研究対象であるポルノの定義が必要
となる。しかしながら，Short et al. (2012)のレ
ビューでは，インターネットポルノに関する研究
の84%が，ポルノを操作的に定義したのか否かが
不明であることを報告している。 ま た，
Willoughby & Busby (2016)は，どのような性的
表現物をポルノと認識するのかについて，個人差
が大きいことを明らかにしている。これは，複数
人で同一の性的表現物を視聴したとしても，それ
をポルノと認識する人もいれば，ポルノと認識し
ない人もいることを示している。つまり，ポルノ
グラフィは，研究参加者間において，異なる意味
として解釈される可能性がある。したがって，再
現可能性を重視する実証研究においては，ポルノ
の操作的な定義を定め，研究参加者に対して呈示
することが望まれる(McKee et al., 2020)。
　そこで本稿では，ポルノに関する心理学研究に
おいて用いられてきた定義を採用する(e.g., Reid 
et al., 2011)。つまり，ポルノグラフィ (ポルノ)
を「①性器を用いた性的な行為（膣性交，肛門性
交，口腔性交，自慰など）が露骨に表現されてい
るもの。かつ，②性的な考え，気持ち，行動のい
ずれかを生じさせるもの。」と定義する。なお，
先行研究ではポルノに従事する行動を主に
consumption, use, exposureと表現しているが，
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そして，先述した調査においても(Grubbs et al., 
2019a; Rissel et al., 2017)，女性よりも男性の方
が，ポルノを利用する者の割合は高く，頻繁にポ
ルノを利用しており，ポルノに依存していると感
じる者の割合が高いことが示されている。つまり，
男性であることは，問題あるポルノ利用者となる
リスクが高いといえる(Harper & Hodgins, 2016)。
　次に，年齢とPPUとの関連に関して，年齢の低
さと，問題的なポルノ利用傾向の高さが関係して
いることが示されている(e.g., Bőthe et al., 2020)。
特に，強迫的性行動症と類似概念である
Hypersexual Disorderの治療を求めた患者の大半
は，制御できない性的空想，衝動，行動を成人前
に経験し始めていることが報告されており，青年
期に発症しやすい可能性が示唆されている(Reid 
et al., 2012)。
　また，性機能が果たす役割もPPUと関連してい
ることが示唆されている(Wéry & Billieux, 2017)。
例えば，異性愛男性を対象にした実験研究では，
ポルノ刺激への暴露に対する性的渇望と性的興奮
は，オンライン上の性的サイトへの依存度と関連
することが示されている(Laier et al., 2013)。そ
の他にも，ポルノ視聴中における主観的な性的興
奮は，性的サイトへの依存度と関連していること
が明らかにされている(Brand et al., 2011)。つま
り，ポルノコンテンツに対して反応する性的興奮
や渇望の程度が，PPUと関連すると考えられてい
る(Brand et al., 2019b)。
　さらに，PPUは，コミュニュティサンプルや治
療を求めている者に関わらず，様々な精神疾患を
併存することが示されている(e.g., Gola, Lewczuk, 
& Skorko, 2016)。特に，気分障害や不安障害，
物質使用障害，ギャンブル障害(Kraus et al., 
2015b)，ゲーム障害(Voss et al., 2015)，注意欠
如・多動性障害(Niazof, Weizman, & Weinstein, 
2019)は，PPUおよび強迫的性行動症と併存する
可能性がある。
　このように先行研究では，人口統計学的変数や
併存疾患とPPUの関連が示されている。一方で，
PPUに関連する心理学的要因については一貫した

イドラインが適用される可能性がある(Brand, 
Blycker, & Potenza, 2019)。したがって，今後，
ICD-11の本格的な運用を考慮すると，本邦の研
究者や臨床家は，PPUに対する効果的な対応方法
について検討していくことが望まれるだろう。
　

PPUの有病率
　9,963名の男性と10,131名の女性を対象にした
オーストラリアの大規模調査によると(Rissel et 
al., 2017)，男性の84%と女性の54%が，これま
でにポルノを視聴したことがあると報告している。
そして，視聴歴を報告した男性の4%と女性の1%
は，自身がポルノに依存していると回答している。
また，1,016名の男性と1,059名の女性を対象に
したアメリカの調査によると(Grubbs, Kraus, & 
Perry, 2019)，過去１年間にポルノを視聴したと
報告した成人は，男性の69%と女性の33%であっ
た。また，自身がポルノに依存していることに強
く同意する者は，男性の3%と女性の1%であった。
　このように，諸外国においては，PPUの一定の
発生割合が確認されていることからも，我が国に
おいても，PPUによる問題を抱えている者が一定
数存在することが予想される。しかし，そのよう
な実態調査は行われていない。また，先行研究に
おいて，異なる測定尺度を用いていることや，サ
ンプルに偏りがあることから，PPUの正確な有病
率は不明であることも課題とされている(de 
Alarcón et al., 2019)。
　

PPUの関連要因
　特定の人口統計学的要因や心理学的要因は，
PPUと関連することが諸外国のこれまでの研究に
よって示されている(de Alarcón et al., 2019)。し
かし，本邦ではPPUについて概説されている学術
的知見が見受けられないため，本稿では，これま
での諸外国の研究によって示されてきた基本的な
人口統計学的要因およびポルノ利用特有の関連要
因について述べる。
　まず，これまで多くの先行研究が，ポルノ利用
およびPPUと性別の関連について検証している。



52 発達心理臨床研究　第27巻　2021

一貫しておらず，対照群を設けた研究が不足して
いることが指摘されている(Sniewski et al., 
2018)。例えば，薬物療法に関して，Gola & 
Potenza (2016)は，PPUの治療を求める異性愛男
性３名を対象に，SSRIのパロキセチンと認知行動
療法を実施し，不安とポルノ利用の減少を確認し
ている。しかし，治療前には確認されていなかっ
た性的行動(e.g., 浮気や風俗利用)が，参加者間で
新しく出現したことを報告している。また，
Kraus et al. (2015a)は，強迫的なポルノ利用の治
療を求める男性に対して，認知行動療法とオピオ
イド拮抗薬であるナルトレキソンを用いて，衝動
的な自慰行為やポルノ利用の減少を報告している。
このように，薬物療法による介入は，一定の効果
が想定されるが，統制条件を設けたさらなる研究
が必要である。
　一方，心理療法に関しては，認知行動療法やア
クセプタンス＆コミットメント・セラピー (ACT)，
カップルセラピーが有効である可能性が示唆され
ている(Sniewski et al., 2018)。特に，心理的柔軟
性の向上を目的とするACTによるPPUへの臨床研
究は，実験的な介入研究を経て(Twohig & 
Crosby, 2010)，無作為化比較試験が実施され 
(Crosby & Twohig, 2016)，ポルノ利用時間の減
少と生活の質の改善が示されている。ACTでは，
PPUの発症・維持プロセスの特徴である否定的な
感情や衝動を回避するためのポルノ利用を介入
ターゲットとしていることから，PPU治療に対す
る有効性が期待されている(Levin, Lee, & Twohig, 
2019)。
　

まとめと今後の課題と展望
　本稿では，基礎的な観点からPPUに関する研究
動向を概観した。その知見に基づいて，今後の
PPU研究における課題と展望を示す。
　第一に，PPUの病態像を正確に理解し，ポルノ
利用のパターンをより詳細に検討することである。
Bőthe et al. (2020)は，高頻度のポルノ利用であ
るにも関わらず，PPU傾向が低いグループの存在
を示している。すなわち，高頻度・長時間のポル

知見は得られていない(e.g., Bőthe et al., 2020)。
そのため，PPUに対する効果的な介入法を確立す
る上では，PPUのリスクとなる操作可能な変数を
さらに検討する必要があるだろう。また，PPUに
対する支援では，その他の疾患との鑑別や併存を
評価することが必要と考えられる。
　

PPUの発症・維持メカニズム
　神経科学的な観点から，PPUの発症・維持に関
するメカニズムは，ギャンブル障害やゲーム障害，
買い物依存のような行動アディクションと類似し
ている。例えば，強迫的性行動症およびPPUの発
症・維持には，他の行動アディクションと同様に，
大脳の腹側線条体や前頭前野，扁桃体の反応性や
機能的神経結合が関与していると考えられている
(e.g., Stark et al., 2018)。
　一方で，PPUに特異的な発症・維持モデルは未
だ確立されていない。一般的な行動アディクショ
ンの発症・維持プロセスを包括的に捉える理論的
フレームワークとして，I-PACE (Interaction of 
Person-Affect-Cognition-Execution)モデルが提唱
されているものの(Brand et al., 2019b)，このモ
デルではPPU独自の要因は説明されていない。こ
の点に関して，他の行動アディクションと同様に，
否定的な気分やストレスを紛らわすようなポルノ
利用は，PPUの発症・維持プロセスにおける主要
な特徴の一つとされている(Wordecha et al., 
2018)。しかし，PPUは自慰行為という他者を介
さない身体的な刺激を伴うことや，ポルノ利用行
動がそもそも私的な性質を帯びている点などを鑑
みると，PPU独自の発症・維持メカニズムを検討
する必要性が考えられる。

PPUの治療法
　Kraus, Martino, & Potenza (2016)の調査では，
ポルノ利用者の約7人に１人が，ポルノ利用に関
する治療に関心を示している。つまり，臨床家は
PPUを訴える者の治療に向けて準備する必要があ
る(Sniewski et al., 2018)。しかし，PPUに関する
介入研究は，サンプルサイズが小さく，研究法が
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得ない(Sniewski et al., 2018)。したがって，PPU
に焦点を当てた治療法の確立に向けて，参加者の
特徴や介入方法の違いに着目した介入研究が求め
られる。また，統制条件と比較した際の薬物療法
の効果や，薬物療法と各心理療法の組み合わせの
効果についても検討の余地があると言える。
　第三に，本稿で取り上げたPPUに関するこれま
での実証研究は全て海外で行われたものであり，
本邦ではPPUに焦点を当てた実証研究は見受けら
れないため，本邦の実態を明らかにする必要があ
る。本邦では，性的問題行動に関する社会的理解
や支援体制が不十分であり (榎本, 2014)，援助要
請行動が生起しにくいため，問題あるポルノ利用
者が潜在化していると考えられる。そのため，こ
れまでの諸外国の研究によって報告されている問
題あるポルノ利用者が，本邦において存在するの
かは不明である。しかしながら，本邦においても，
強迫的性行動症傾向のある者の存在や(岡部他, 
2020)，成人向け動画が多くの人によって利用さ
れている現状を踏まえると(一般社団法人日本家
族計画協会, 2020)，問題あるポルノ利用者が一
定数存在すると想定される。また，日本は西欧諸
国と比較して，性的行動をタブー視しやすく，宗
教的背景が異なることを考慮すると，国際比較の
観点からも様々な文化圏におけるPPUの研究知見
が求められる(e.g., Kraus et al., 2018)。つまり，
本邦のPPUによる問題を抱える者の実態を明らか
にし，実証的知見に基づく社会的理解の促進や支
援体制の構築が望まれる。その際に，国際比較の
観点からも，先述した心理尺度(Bőthe et al., 
2018; Kor et al., 2014)を本邦で使用できるよう
に整備する必要がある。
　以上のような課題を解決することによって，
PPUによる生活支障を抱える者への正確な理解に
つながり，実証的知見に基づいた効果的な支援が
提供されることが期待される。
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ノ利用であるにも関わらず，本人や周囲に問題を
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あっても，自身の宗教観といった道徳観：「ポル
ノを利用することはいけないこと」と行動：「ポ
ルノ利用」の不一致に伴う葛藤によって，精神的
苦痛を訴える者が存在する(Grubbs et al., 2019b)。
ただし，宗教観に由来する道徳的不一致に関する
心理的苦痛は，ICD-11の強迫的性行動症の診断
基準には含まれていない(Kraus et al., 2018; 
WHO, 2018)。つまり，依存的なポルノ利用の問
題と，道徳的な不一致によるポルノ利用の問題は，
互いに排他的ではないものの，医学的診断におい
ては慎重に生活支障の所在を評価することが重要
である。これらの知見を踏まえると，PPUの研究
や治療の際には，ポルノの利用パターンや利用の
制御低下，関連する苦痛や生活支障におけるポル
ノ利用の状況や機能を考慮することが重要である
(Brand et al., 2019a; Wordecha et al., 2018)。こ
の点に関して，PPUを評価する上で重要になるの
が，測定法である。現在，PPUを測定する心理尺
度は複数開発されており，Prob l ema t i c  
Pornography Use Scale (Kor et al., 2014)や
Problematic Pornography Consumption Scale 
(Bőthe et al., 2018の使用) が推奨されている
(Fernandez & Griffiths, 2019)。 し た が っ て，
PPUを評価する際には，これらの測定器具を用い
ることが重要である。
　第二に，介入研究の課題がある。現在のところ，
無作為化比較試験を用いたPPU研究は，Crosby & 
Twohig (2016)によるアクセプタンス＆コミット
メント・セラピー (ACT)の効果研究しか存在しな
い。しかし，Crosby & Twohig (2016)では，参
加者のほとんどは，宗教信仰に所属している白人
男性であったことから，宗教信仰が低い個人や女
性，LGBTQ，併存疾患を抱えている者に対する
結果の一般化には大きな課題が残ると言わざるを
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Research Trends and Issues Related to Sexual Addiction
-From the Characteristics of Problematic Pornography Use to Intervention-

Yushun Okabe*,  Daisuke Ito**

*Graduate School of Education, Hyogo University of Teacher Education

**Hyogo University of Teacher Education

  While pornography as a sexually explicit medium has become a worldwide prevalence, some people have reported 

problems in their lives caused by the uncontrolled excesses of pornography use. Problematic Pornography Use (PPU) 

is a generic term for addictive use of pornography, which is considered a form of sexual addiction and compulsive 

sexual behavior disorder and is characterized by its negative impact on one's life. However, in Japan, the existence of 

PPU is not well recognized and there are very few studies on PPU. In this paper, we reviewed the recent research 

trend on PPU and overviewed the incidence of PPU in other countries and related factors. Lastly, it was suggested 

that future research on PPU should focus on the identification of development and maintenance factors, the 

establishment of intervention methods, and revealing the reality of PPU in Japan. 

Key words: Pornography, Problematic Pornography Use, Compulsive Sexual Behavior, Sexual Addiction 
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